
学校番号 215 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「新編現代文Ｂ」 （東京書籍） 

副教材等 「字義で覚える常用漢字」 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年生の「現代文Ｂ」では、１年次の「国語総合」よりも高度な内容の文章を読みます。１週間

に３回授業があるので、じっくり深く読んでいきます。そして、社会に出たときに必要となる国

語力を身につけていきましょう。 

・さまざまな文章を読むことを通して、人間や社会の在り方について学び、自分自身の生き方につ

いて考えましょう。 

・予習として、教科書の本文を読んでおく習慣をつけておきましょう。 

・授業中は指名されていなくても、常に自ら言語で考えるようにして、主体的に学ぶ姿勢を持ちま

しょう。メモや発言も積極的にしてください。 

・文章の論理展開や表現技法にも注目して、自分が文章を書くときの参考にしましょう。 

・辞書での意味調べ、漢字の小テストも継続して行い、語彙力の向上を目ざします。家庭学習も含

めて、しっかり勉強しましょう。 

・提出物の期限は守りましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場に応じて的確に聞き取り、効果的に話すことができる。 

・相手の意図に応じた適切な表現による文章を書き、自分の考えをまとめることができる。 

・文章を的確に、あるいは目的に応じて幅広く読んで、自分の考えを深め、発展させることができ

る。 

・伝統的な言語文化および言葉の特徴や決まり、漢字などについて理解し、知識を身につけること

ができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 

b:話す・聞く 

能力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を進ん

で高めるととも

に、国語を尊重

してその向上を

図ろうとしてい

る。 

目的や場に応じ

て効果的に話し

的確に聞き取っ

たり、話し合っ

たりして、自分

の考えを深め、

発展させてい

る。 

必要な情報を用

い、相手や目的、

課題に応じた適

切な表現による

文章を書き、自

分の考えを深

め、発展させて

いる。 

近代以降の文章

を的確に読み取

ったり、目的に

応じて幅広く読

んだりして、自

分の考えを深

め、発展させて

いる。 

言語文化及び言

葉の特徴や決ま

りなどについて

の理解を深め、

知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

(授業中の発言

や発表等) 

記述の点検 

(ノート・プリン

ト等) 

行動の観察 

(授業中の発言

や発表等) 

記述の確認及び

分析(プリント

等) 

定期考査 

記述の確認及び

分析(プリント

等) 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

(テキスト・プリ

ント等) 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｂ ｃ ｄ e 

１
学
期
中
間 

随
想 

個人の認識と他者理

解について考える。 

教材：「こそそめスー

プ」 

 

○ ◎   

 

○ a:話す内容に対しての認識や態度

を自らの内部に形成しようとして

いる。 

b:自分の考えの根拠を示しながら、

話の組立てや進め方を工夫し、伝え

たいことがよくわかるように話し

ている。 

e:正しく理解し使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

b:行動の観

察 

e:定期考査 

評
論 

視野を広める。 

教材：「『ふしぎ』という

こと」 

 

 

○   ◎ ○ a:文章の組立てや骨組みを的確に

捉えようとしている。 

d:文章の構成や展開を確かめ、文章

の筋道を的確に捉えている。 

e:正しく理解し使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

d:記述の確

認、定期考

査 

e:定期考査 

１
学
期
期
末 

小
説 

人を信じること、人との

つながりについて考え

る。 

教材：「ナイン」 

○  ◎  ○ a:文章の内容を的確に読み取ろう

としている。 

c:書く相手や、書く目的を実現する

のにふさわしい文章の形態や文体、

語句などを考え、適切に選んでい

る。 

e:正しく理解し使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

c:記述の確

認、点検 

e:定期考査 

評
論 

具体例と筆者の意見

を読み分け、筆者の主

張を読み取る。 

教材：「安心について」 

 

○   ◎ ○ a:語句に注意を向けて、評論の読解

に取り組もうとしている。 

d:語句や表現に注意して文脈を捉

え、書き手の考えなどを、間違いな

く、過不足なく読み取っている。 

e:正しく理解し使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

d:記述の確

認、定期考

査 

e:定期考査 

２
学
期
中
間 

小
説 

主人公の生き方や人

間の「弱さ」、運命につ

いて考える。また、格

調高い漢文調を味わ

う。 

教材：「山月記」 

○  ◎  ○ a:漢文調の文章に親しみ、物語の世

界観を味わおうとしている。 

c:感想や自分の意見を的確に表現

できている。 

e:難解な語句を理解している。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

c:記述の確

認、点検 

e:定期考査 



詩
歌 

詩の表現を味わい、想

像を豊かにする。 

教材：「一つのメルヘ

ン」 

 

 

○   ◎ ○ a:詩の語句や表現技法から、詩に描

かれた場面を想像しようとしてい

る。 

d:情景、心情などを、どのように作

者が描いているかを捉え、言葉の美

しさや深さに気づいている。 

e:表現技法の効果を理解している。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

d:記述の確

認、定期考

査 

e:定期考査 

２
学
期
期
末 

評
論 

言葉の役割や働きに

ついて考え、言語に対

して関心をもつ。 

教材：「言葉は世界を

切り分ける」 

○ ◎   ○ a:日本語をはじめとする言語に関

心を持とうとしている。 

b:相手の考えを踏まえて自分の考

えを説明したり、考えを相対化した

りして話し合っている。 

e:言語が個人や社会の中で果たし

ている役割について理解している。  

a:行動の観

察、記述の

点検 

b:行動の観

察 

e:定期考査 

評
論 

社会でどのように生き

ていくかを考える。 

教材：「最初のペンギ

ン」 

○   ◎ ○ a:文章の組立や骨組みを的確に捉

えようとしている。 

d:キーワードから文章の構成を理

解し、筆者の意見を捉えている。 

e:正しく理解し使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

d:記述の確

認、定期考

査 

e:定期考査 

３
学
期 

小
説 

文学作品を読み味わ

う。 

教材：「山椒魚」 

○   ◎ ○ a:文章に書かれている人物の心情

を表現に即して読み深めようとし

ている。 

d:文章に描かれている人物の心情

を表現に即して読み、客観的に理解

して読み深めようとしている。 

e:正しく理解し使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

d:記述の確

認、定期考

査 

e:定期考査 

随
想 

働くことについて、自

分の考えをもつ。 

教材：「わからないから

おもしろい」 

○ ◎   ○ a:働くことについて、進路選択と関

連させて考えようとしている。 

b:調べたことを整理し、異なる立場

に立つなど多角的に分析し、自分な

りに判断している。 

e:正しく理解し使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

b:行動の観

察 

e:定期考査 

短
歌 

短歌に詠まれた情景

や心情を想像し味わ

う。 

教材 ： 「 信濃路 【 短

歌】」 

 

 

 

○   ◎ ○ a:伝統的な言語文化の短歌に親し

み、独自性や価値を考えようとして

いる。 

d:短い表現で描かれた情景や込め

られた心情を的確に読み取ってい

る。 

e:表現技法を知り、その効果を理解

する。 

a:行動の観

察、記述の

点検 

d:記述の確

認、定期考

査 

e:定期考査 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付

けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」

「読むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


